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表紙の写真

1984年9月14目午前8時48分長野県西部の王滝村付近を震源としてマグニチュｰ

ド6.8の地震が発生した､長野県西部地震である.この地震によって斜面崩壊か

多発し29人が死亡または行方不明となった.

斜面崩壊の最大のものは御岳山八合目付近で起こった山体崩壊であった.山体

崩壊で生じた3,00ρ万皿雷の土石は岩屑流となって伝上川から濁川を経て王滝川まで

高度差1,600m距離にして12km牽9分前後で流れ下った.王滝川は濁川との合

流点付近から氷ケ瀬(写真の下部右寄りの建物が見えるあたり)までの間3,5kmに

わたって1,500万一2,000万m$の岩屑に埋められた.厚さ最大50mにもなる岩層に

せき止められ王滝川には長さ2.5k岬最大幅250m(9月28日現在)の湖が誕生し

た.

写真は地震発生後8目目(9月21目)にして初めて捉えられた岩層流の全容であ

る.

(写真中目本航空K.K.文粟田泰夫)
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地質調査所所蔵のメキシコ産白亜紀化石
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地熱地帯における深部坑井掘削の現状

インペリアルウアレｰの地熱地帯を訪ねて

中国での非金属鉱床調査の状況(1)�


